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カーデザイナー、デザイナー、アイデア、デザイン、自動車、発想、まちづくり（街づくり）、

環境、イノベーション、マリン、自動運転、創造、社会貢献、発明、未来、クリエイター、ド

ローン、モビリティ、デザイン思考（デザインシンキング）、共創、航空宇宙

先生の講義動画が

視聴できるよ！

デザイン思考が切り拓く未来　「あったらいいな」を形にする力

デザイン思考でイノベーションを生む

デザインは、見た目の美しさを追求するものだと思われがちですが、課題を見つけて適

切な解決策を実現するための思考法でもあります。一般的には、デザイン思考は「調査→

問題定義→創造→プロトタイピング→テスト」という順序で進めるとされています。しかし

近年は、「創造」から始めるアプローチが注目されています。例えば、スティーブ・ジョブズ

が生み出した革新的な製品は、すでにあるニーズを調査して作られたのではなく、「こうい

うものがあったらいい」と発想することから生まれました。創造を起点にデザイン思考を

活用することで、より自由な新しいアイデアが生まれるのです。

自動車産業を支えるデザイン思考

デザイン思考が活用されている分野の一つが、人や物の移動手段である「モビリティ」

です。例えば、モビリティの代表格である自動車のデザインでは、「こんな車があったらい

いな」という創造から、それがどのような課題解決や新たな価値の提供につながるのかを

調査・検討し、アイデアを具体化させていきます。アイデアの実現に必要な技術開発も行い、プロトタイプを作り、テストして改良を繰り返すと

いうプロセスが、日本の基幹産業である自動車づくりを支えているのです。

「あったらいいな」から社会実装へ

デザイン思考は、アイデアを出すだけで終わるのではなく、試作して、改良を重ねることが重要です。また、デザインとエンジニアリングを融

合させて、社会実装まで一貫して進めることも必要です。例えば近年、国土交通省が推進している、最高時速20キロの電動モビリティ「グリーン

スローモビリティ」をはじめとする新たなモビリティの検討が進んでいます。その社会実装においては、地域に合った利用方法の検討が欠かせ

ません。みんなで考える「こんな街になったらいいな」「この街のモビリティはこうだったらいいね」を産官学民が連携して実現していくという、

デザイン思考をベースにした新しいまちづくりの方法が生まれています。

この講義の学問分野
12  美術・デザイン・芸術学 ／ 21  環境学 ／ 32  機械工学 ／ 33  航

空・宇宙工学
SDGs

湘南工科大学（神奈川県）
に興味を持ったら

湘南工科大学は「社会に貢献する技術者の育成」を

大学のミッションに掲げる、1963年創立の工科系大

学です。充実したICT環境と設備を備えた、湘南の自

然豊かなキャンパスで、工科大学ならではの専門知

識と実践的技術を身につけることができます。多くの

授業でアクティブラーニングを取り入れており、学生

が主体的に授業に参加し、実践を繰り返すことで理

解を深めながら成長していく学修スタイルが特徴。ま

た、少人数の担任制度や、きめ細かい就職支援など

の各種制度により一人ひとりを手厚くサポートしてい

ます。

先⽣からのメッセージ

湘南工科大学
工学部 総合デザイン学科

教授鈴木 浩 先生

やりたいことを仕事にできるのは、本当に幸せなことです。人生の多くの時間

を費やす仕事だからこそ、好きなことを見つけて職業にすることをお勧めし

ます。好きなこととはいえ、真剣に向き合うと悩むこともありますが、やり切っ

たときの達成感は何ものにも代えがたいものです。今は情報があふれ、仕事

も細分化され、何がやりたいことなのかイメージしにくい時代なのかもしれ

ませんが、最初の「興味のきっかけ」は自分でしか見つけられません。ぜひ自

分の興味に素直に向き合い、新しい可能性を探してください。


